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で、ひよいと 小脇匠かかえたり、乳母車の中につつこんだり、 自転車の荷台にしばり つけたりして

帰るのである。モンルソンで見たあるこどもは、研の紐を しめなおすため妬消路妬直掟パ，ゾをi殿ぎ、

しめ終る とまたむぞうさ妬バンを持つて、そのバンをかじりながら帰つたのである。 日1J人の感覚
から見る と不喫妬思えるが、空気が乾燥しているうえ陀町がきれいなので、そう不衛生と思わたい

らしいのである。肉沢、 ドイツでは僻きたてのバンは伏vcIくないか入 1日たったものを売らな

け灯ばならない、 という規則があるそりである。

フランスの主婦は、袖下鉄とかバスの料金の徒上げ妬はそんな尻関心を示さないが、ことバケツ

トの俵上げとなると、大デモンスト レー ツヨ ンを行たうなど して、 咆上げを絶渕妬阻：ヒL．ょう とす

る。バケッ トの値段がいか妬生活vc関係があるかわかろうというものである。バリではラ？ ン`イー

ル（腕の太さ位で長さ 40 cmのバン）は 0.4 2フラン （約 31円 ）、そ してラ フゲー（直径 10c11I． 

位で長さ 60 cmのバン）は 0.8フラ ン（ 約 59円 ）とのことで 5`った。

フランズというとすぐ「花のバリ 」などといつて、華やかな面ばかり源翡されるが、バリ な一歩

出ると（バリ配本は大都会妬ちがいないが）、一面の小麦畑かうち統 く。それもそのはず、至「(n.梢

の91. 7 %妬苔必 5.5 1 6万1laが低地IIIlf打で、オヽ毛な土地は 1,1 3 5万haしかないとい う広大

な応翠和国なのである。如染人口は全人口 の22.8 %を占め、毎年の国民所待の 20 ~ 2 5％は股業

がもたら しているのである。これは屁莱生産の歴かさを示すものでをる。イ クリアの小麦は戦質Jヽ

麦で、パンを作るのに適さないが、北フランスの硬＇貞小麦はパ ン小麦とま でいわれていて、 フラン

ス人はヨ ーロッパで一番おいしい バンを食べているので ある。私は スープが来るまでの賦伺もつ

けないでバンを穴ぺたが、 おい しさにつられて良ぺすぎ、パンだけで満腹になる低どであつた。

学部4年 生野啓子

3. 山 国 スイスて 感 じたこと

スイスで衣ず感心したことは士地を有効匠利用 していたことである。 スイスは全国土の 2/3が

急峻な山地で占められているVてもか ヽわらず、その約半分を耕作地及び牧畜妬利用 している。

私たちはインクー ラーケン ・オ ストからアイガーの北壁を貫いてユングフラウヨツホ(34 5 4 

m)衣で通じている登山坑車に乗った。 この時妬スイ巧が土地を垂直的妬どの様に利用しているか

がよく 祁つた。籾」喝車は海抜約 5o o mから出発いアルプスの氷河から石灰岩を溶して流れ出

した白く 濁つた川妬沿つて美 しい谷間を登つていくので をる。高度およ そ 1,O O Om’までは砂糖大

根やじやがいもの畑が見られる。美しい ユングフラウの山が近づ くにつれて、急煩斜地妬緑のじゅ

うたんを救いたような牧草地が拡がつて〈る。その禄の中で牛が静か妬草を食み、丸木で作つたス
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イス独得の家が点在して尤ヽり、 どこを見てもすぐ絵iてたる美しい風景である。森林限界（約 18 0 

o m)を過ぎて怠牧草地はなお統き、雪の点在している 2.2 o D mまで牧苗が生えていた。しかも

この牧草はすぺて栽培されたものであるそうだ。これを見てスイスでは庭地としての土地利用は、

限界の限界まで利用しきつているように見えた。

私たちはロザーヌの北方数Kmのところ妬住む、 フィッツヤー・ウイツチさんと言う移牧をして

いない髯家を訪わた。突然の訪問にもかかわらず王人夫掃はバイまで焼いて私たちを飲迎して〈れ

た。この家の家族は 16オと 12オ妬なる息子のiまかアルバイ トに来ている女の子がいた。この骰

家では 12-naの袋地を持ら 10頭の視牛と 8頭の子牛と1頭の馬と 10 0羽の妬わとりを飼つて

いた。牛から得る収人は小遠い程度であつて弼ーの収人源は砂栖大根で、そして次妬ジャガイモ、

次にトウモロコ・ンであると言っていた。

家の中妬人る ときれいり色かれた床~ 古疇諏品、 オルガンを弾いて唄を砒う沿ばさんの声、 す
ペてに調和が取れていたがこの地方では中脹の下拉であると言うのには消恥いた。

スイ Aは四つの言葉の飽区に別れている。 ドイツ語地区、 フランス語地区、イクリア語地区、そ

してロマン ・ンユ語を話すロマン・ンユ語地区で多る。 （公用語はドイツ語、 フランス語、 イクリア語）

扁い山が印空中央を西束に走つているため妬それぞれ孤立化して四つの習栗が混ることな〈 、また

プ・イス独特の胃変が生れることもな〈四つの地区がはつきり分れているのであろう。そのために峠

を越えたとたん妬同じスイズなのに話す筈栗も固囲の感じも進う と言うことがあった。この家のア

ノい・パイ，卜の女の子は ドイツ語地区からこの裂鋲のをるフランス語地区ヘア・ルバイトを兼ねながらフ

ランス詞を覚え妬来ているそうである。そしておじさんの息子も来年はドイツ語地区ヘアルバイト

妬行くのだと話していた。

スイ打は決して患まれた自然培境ではないの厄、その自然を禎光や脱染匹巧み妬利用し、人々は

落ちついた素朴な生活を営なんでいることを感じたo

学部4年牧野内俗文

4. イタリアからアルブスへ

イクリ アの夏は姥く雨がふらないというのが通説になつている。 8月 14日の第者の メモには「

午後 2時20分頃フィレンツエからローマ問のアウ ト・ストラ ーダ。空に実一点もなく、焼きつけ

るような太陽の下V(、 「太類の遊」を車は走る。熱のため妬 「太陽の通」は雨あがりのようである。

車はクイ ヤの店擦を防ぐためスピー ドを落す。しきりに渇を党ゆ。あと 30分我慢を要する」と衣

る。 コモ付近の車内混度は 34℃、 ミラノでは車内湿度 36汽 寵射温度 58 ℃で、 ローマ付近で
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